
（別紙３）

～ 令和7年1月15日

（対象者数） 21 （回答者数） 17

～ 令和6年9月6日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3
社会性のスキルアップを目指した活動内容を充実させ、体験

の機会を増やしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

　　　　　　　要望に見合う物件の確保が難しく、事業所の

　　　　　　　廃止や統合を検討した結果、本体施設内に

　　　　　　　事業所を移転し施設で運営する2事業所を統

合

　　　　　　　することとなる。

3

○事業所名 　阿桜園放課後デイサービス事業所　さくらっこ

○保護者評価実施期間
令和6年12月27日

○保護者評価有効回答数

令和6年8月27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　2月　３日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

ワンルームの為静養する場所やクールダウンする為の部屋が

ない。

仕切り等で簡易的に空間を分けて対応するようにしてるが

限界がある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

立地地域が水害時の避難対象区域となっている。

また、入り口が１か所のため防犯上にも問題がある。

緊急時対応策は講じているが、危険区域での事業継続は

好ましくないと考えられる。

現状の建物では、開閉できる窓が無く換気できない。

空気清浄機の使用や安全を考慮しながら玄関の開閉すること

で

換気に努めている。

横手市街地の物件であることから、外出しやすく社会資源を

活用しやすい。

活動内容に様々な体験が出来る機会を設けるよう計画実施し

ている

物件がワンルームで（流し、トイレ、洗面所も含む）見守り

しやすい環境。
必要時は簡易的に空間を仕切れるような工夫をしている。

利用者を主に中高等部を対象にしていることで、活動計画を

立案しやすい。

支援学校卒業後も視野に入れ、地域で事業所利用する際

身に着けておくべき社会性やAⅮＬ面の向上を活動内容に

組み入れるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


